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　令和7年9月29日(月)安城市民会館にて、｢石井たくと碧海の明日を考える会｣を開催しました。当日は220名余

の方にご来場いただきました。今回フリーアナウンサー稲葉寿美さんの司会で私と参議院議員片山さつき先生と

でトークショーも行いました（裏面に抜粋し掲載）。主催した後援会の皆様に深く感謝いたします。多くの方に

応援いただき、この感動を胸に益々政治活動に励みます。 自由民主党愛知県第十三選挙区支部長
前衆議院議員

＆

　フリーアナウンサーの稲葉寿美さんをお迎えし、石井
の歩んできた道のりを振り返りました。後半では、片山
さつき参議院議員にもご登壇いただき、皆さんと共に明
日の碧海と日本の姿を思い描くひとときとなりました。
裏面ではその様子を詳しく掲載。ぜひご覧下さい。

トークショー 発起人あいさつ
　6名の発起人の皆さ
まを代表し、木村徳雄
様よりご挨拶をいただ
きました。「挫折は素
晴らしい経験」と厳し
くも温かいお言葉で激
励していただきまし
た。皆さんの声を国へ
と繋ぐため、再起へ向
けしっかりと活動して
いきます。
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“石井たくと碧海の明日を考える会”を開催

141takuコール
　最後は#141takuコー
ルで締めくくり。碧南
市議会議員 藤浦伸介さ
んのかけ声のもと、参
加者全員がひとつとな
り、再び国政へと力強
く背中を押していただ
きました。今後の活動
に向け、意欲を新たに
する瞬間でした。
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が足りないと感じていると思います。地方に権限は降りているけれども規制が緩和されていないことが多々あり
ます。国会議員が力になれることはたくさんあります。西三河は経済的にも力があり、まだまだ国をあげての大
型プロジェクトが必要なところ。拓ちゃんが代議士に戻ってもらわなければ実現することも難しい。
稲葉）今、自民党は総裁選挙中ですが、論点はどのようにお考えですか。
片山）今、本格的なインフレ経済になり、所得税や法人税、消費税などの税収は何も
しなくても上がります。国の借金もだんだん減ります。しかし、国が何もしないと国
民の税負担だけ上がりっぱなしになります。地方も国からの予算額が上がらず変わら
ないから財政面で苦しいと思います。今の政府は政策を正しく進めることができてい
ません。党首の顔が変われば良いのではなく政策の転換が必要です。
石井）その通りです。直面している物価高対策をできる方に期待します。国際経済の
中の日本は、その技術力や国際連携のリーダーシップが世界から期待されています。
経済安全保障を確立しながら同時に国内経済の好循環を作る力は十分にあります。
これをけん引するのが自民党の役割です。
稲葉）片山先生にも特別にお話をいただきました。ありがとうございました。

稲葉）片山先生から見て、石井さんはどんな後輩ですか。
片山）政治活動がすごく前向きです。地域に密着して町内会など一番近
いネットワークへ常に足を運ぶ。それが政治家にとって一番重要で信念
とか執念を感じます。
石井）町内会、中小企業経営者、市議・県議を含め、いろんな話を聞い
て政治活動につなげるのが「基本のき」だと思います。お役所の人は地
方や地域の話に興味があり、実情を把握してもらうことで一緒になって
法律や公的支援の話を進めます。
片山）市県国における予算の流れや話の持っていき方をわかっている人
が政治家です。各市の市長さんもお見えですが、国から降りてくる予算

石井たくと碧海の明日を考える会

稲葉）2008年、市議会議員に立候補した動機は。
石井）大学を卒業した後は会計事務所に11年間勤務し、その後独立して
会社を作り9年間、税金や年金、健康保険、企業支援等の業務に携わっ
てきました。地元の市議会議員の方の引退をきっかけに、仕事として面
白そうだと思い立候補したのが第一歩です。市議会議員の仕事も会計事
務所での経験があったので、ある程度は理解できましたが、政策には福
祉や教育、多くの分野があり、最初は覚えるのに必死でした。初めて議
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片山さつきさんから見た「後輩・拓ちゃん」とは
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場で質問に立った時には手が震えたのを覚えています。市をまたぐ幅広い課題に取り組む必要性を感じ、県議会
議員へ。そして誰かがやらなければならない大事な役割だという強い覚悟のもと、国会議員へと挑戦しました。
稲葉）市から県、そして国へ。「仕事として面白いから」「必要だから」「覚悟を決めて」と、政治を志すまでの道
のりから、石井さんの政治にかける熱い思いがわかります。
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